
1 
 

[事案 27-38]契約無効請求  

・平成 28 年 1 月 27 日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

 告知義務違反により契約を解除されたことを不服とし、本契約を無効とし、既払込保険料の

返還を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 25 年 3 月に契約した利率変動型積立保険について、告知義務違反により契約を解除さ

れたが、告知義務違反の原因となった第一子の帝王切開について告知しなかったのは、本契約

の加入時告知に当たり、これについて告知すべきか募集人に確認したところ、出産の予定がな

いのであれば告知しなくて良いと言われたためである。したがって、本契約を無効とし、既払

込保険料を返還してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)本契約は生命保険面接士の面前での告知がなされる取扱いであり、募集人に告知事項を確

認するというのは不自然であり、不告知教唆の事実はない。 

(2)確認会社による申立人へのヒアリングの際、不告知教唆があったのであればその旨申出が

あるべきであるのに、不告知教唆に関する申出はなかった。 

(3)確認会社による確認が実施される旨募集人が申立人に電話連絡をした際、確認会社の職員

の心証を悪くしないよう、第一子帝王切開については忘れていたと答えるようアドバイス

を行ったことは認める。しかし、これは募集人が、申立人は第一子帝王切開について失念

していたために告知していなかったのではないかと考え、良かれと思って行ったものであ

り、不告知教唆の有無とは関係がない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、募集人の説明に不適切な点

があったかどうかなど告知時の状況を把握するため、申立人および募集人に対して事情聴取を

行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、契約の無効および既払込保険料の返還は認められないが、募集人が、申立

人に対して募集人としては行うべきではないアドバイスをしていたことから、本件は和解によ

り解決を図るのが相当であると判断し、業務規程第 34 条 1 項にもとづき、和解案を当事者双

方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって解

決した。 

 

 


